





























































































































































































































■ 実施年月日：2005 年 11 月 5 日













■ 実施年月日：2006 年 5 月 10 日










体を配置するベースを B3 サイズ（364 × 515mm）という共通のフォーマットに限定した。ベース













■ 実 施 年：2004 年〜 2010 年
■ 実施場所：多摩美術大学 造形表現学部 デザイン学科 スペースコミュニケーション分野
   「素材とスケール」、「空間基礎演習」など
■ 参 加 者：20 名〜 30 名程度（一授業につき）
7．4．『女子大学美学美術史学科』での実践１（Fig.22）
実技系でない大学生に対して CG を使用し空間デザインについて学ぶ授業にて、やはり導入部の
課題として現在も実施している。素材は A3 サイズの「ケント紙」を使用し、ベースも B3 サイズ
の木パネルを使用した。CG の授業内ということもあり、まず自身の姿をカメラで撮影し、そのシ







■ 実 施 年：2007 年〜
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■ 実施場所：群馬県立女子大学 文学部 美学美術史学科 「デザイン 10（CG 上級）」など 







半の見立ての際に使用する素材は、線材として木角棒（1, 2, 3, 5mm）、面材として色紙、スチレンボー





■ 実 施 年：2011 年〜
■ 実施場所：実践女子大学 文学部 美学美術史学科 「デザイン実習 b 空間デザイン」






























■ 展示年月日：2016 年 9 月 14 日〜 26 日
■ 発 表 場 所：新制作展 SD 部出展作品「骰子の造形 2016」　国立新美術館
■ 参　加　者：4 名
8．まとめ








































子大学美学美術史学 26 号 p.45 〜 56, 2012 年を「１」、『人と社会の活性化を促すアートについ
て〜幼児教育現場での一事例』実践女子大学美学美術史学 27 号 p.43 〜 60, 2013 年を「２」、『人
と社会の活性化を促すアート・デザインについて〜シンプルな形体生成システムによる神輿デ
ザイン』実践女子大学美学美術史学 28 号 p.39 〜 52, 2014 年を「３」、『人と社会の活性化を促
すアート・デザインについて―モスクワ「Polytch Festival 2017」での実践報告（第一報）―』








3 三省堂『スーパー大辞林』Mac OS 10.13.6 標準装備アプリケーション版








8 恩田 昭 著『創造性の研究』恒星社厚生閣　1971 年　p.170 〜 171
9 下山 肇 著『円と方による造形の研究 1』実践女子大学美学美術史学 30 号　2016 年






 トニー・ゴドフリー 著 『岩波 世界の美術 コンセプチュアル・アート』岩波書店 2001 年　主
要人物・グループ紹介 p.429
11 ピカソ，パブロ（Pablo Ruiz Picasso 1881–1973 年）“J’ai mis toute ma vie à savoir dessiner 





ロジェ・カイヨワ 著 『遊びと人間』講談社　1990 年　p.50 〜 51
13 Adobe Photoshop を使用して撮影した自身のシルエットのみを切り抜く。
14 Adobe Illustrator を使用して切り抜かれたシルエットから各スケールを作成する。
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2017 年
下山 肇 著『「多元宇宙」の空間造形について 鏡面による四次元超立方体の作品「ヴォイドキューブ」
と「コスモスキ―Kobe の多元宇宙―」』実践女子大学美学美術史学 32 号　2018 年
三省堂『スーパー大辞林』Mac OS 10.13.6 標準装備アプリケーション版
日本創造学会 HP『創造の定義』　http://www.japancreativity.jp/definition.html　2018 年 9 月閲覧
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『The Athenaeum』　https://www.the-athenaeum.org/　2018 年 9 月閲覧
神奈川県立図書館 HP　https://www.klnet.pref.kanagawa.jp/　2018 年 9 月閲覧
『Cave of Altamira』　https://en.wikipedia.org/wiki/Cave_of_Altamira　2018 年 9 月閲覧
『Adolf Wölfli』　https://en.wikipedia.org/wiki/Adolf_W%C3%B6lfli　2018 年 9 月閲覧
『Out sider Art』　https://en.wikipedia.org/wiki/Outsider_art　2018 年 9 月閲覧




Fig.1、2、8 〜 26　撮影・作成　下山 肇
Fig.3 『The Athenaeum』　https://www.the-athenaeum.org/art/detail.php?ID=156708
Fig.4 トニー・ゴドフリー 著『岩波 世界の美術 コンセプチュアル・アート』 
岩波書店　2001 年　図版 . 5
Fig.5 『Cave of Altamira』 
https://en.wikipedia.org/wiki/Cave_of_Altamira#/media/File:9_Bisonte_Magdaleniense_
pol%C3%ADcromo.jpg












左 Fig.3　「技」の例：Gian Lorenzo Bernini 『Apollo and Daphne』 1622 年－ 1623 年
右 Fig.4　「コンセプト」の例：マルセル・デュシャン『泉』1917 年
Fig.7　「理」の例：PioRyo 『コスモスキ ―Kobe の多元宇宙―』2015 年
左 Fig.5　「プリミティブ」の例：『アルタミラ洞窟の壁画』 18,000 年－ 10,000 年前
右 Fig.6　パブロ・ピカソ『自画像』1972 年（90 歳）
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Fig.8　三つの方向性が否定されている状態
左 Fig.9　 素材：「ケント紙」
右 Fig.10　道具：「ハサミ」「ステープラ」「サイコロ」
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Fig.11　準備：参加者は輪になって座る
左 Fig.12　造形行為の限定：「切る」ハサミ
中 Fig.13　造形行為の限定：「折る」手
右 Fig.14　造形行為の限定：「合わせる」ステープラ
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Fig.15　サイコロの出目と造形行為の対応例　2016 年
Fig.16　対象物の交換
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Fig.17　成果物に対する価値づけと共有
Fig.18　出来上がった紙立体群
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Fig.19　『高齢者サロン』での実践　作品例
Fig.20　『美術大学デザイン系学科』での実践１　作品例
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Fig.21　『美術大学デザイン系学科』での実践２　作品例
Fig.22　『女子大学美学美術史学科』での実践 1　作品例
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Fig.23　『女子大学美学美術史学科』での実践 1　「切る」「折る」のみの紙立体とその見立て
Fig.24　『女子大学美学美術史学科』での実践 2　作品例
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Fig.25　『公募団体展』での発表：新制作展SD部出展作品「骰子の造形 2016」　国立新美術館　2016年 
Fig.26　「理」の表現を追求することによって、対極の表現「プリミティブ」につながった
